遺産分割協議書

被相続人　〇〇 〇〇（令和〇年〇月〇日死亡）
最後の住所　〇〇県〇〇市〇〇町〇丁目〇番〇号
本籍　〇〇県〇〇市〇〇町〇丁目〇番地
生年月日　昭和〇年〇月〇日

　上記の者の死亡によって開始した相続の共同相続人である〇〇 〇〇、〇〇 〇〇及び〇〇 〇〇は、その相続財産について、次のとおり遺産分割の協議を行った。

　相続財産のうち、下記の不動産は、〇〇 〇〇が単独で相続する。

　この協議を証するため、本協議書を3通作成して、それぞれに署名、押印し、各自1通を保有するものとする。

令和〇年〇月〇日

相続人
住所　〇〇県〇〇市〇〇町〇丁目〇番〇号
氏名（自署）　　　　　　　　　　　　　　　　　実印

相続人
住所　〇〇県〇〇市〇〇町〇丁目〇番〇号
氏名（自署）　　　　　　　　　　　　　　　　　実印

相続人
住所　〇〇県〇〇市〇〇町〇丁目〇番〇号
氏名（自署）　　　　　　　　　　　　　　　　　実印

記
不動産の表示
（土地）
所　　在　〇〇市〇〇町〇丁目
地　　番　〇〇番〇
地　　目　宅地
地　　積　〇〇〇.〇〇平方メートル
（建物）
所　　在　〇〇市〇〇町〇丁目〇〇番地〇
家屋番号　〇〇番〇
種　　類　居宅
構　　造　木造瓦葺2階建
床 面 積　1階　〇〇.〇〇平方メートル
　　　　　2階　〇〇.〇〇平方メートル
以上

【使い方のメモ（提出前にこのメモは削除してください）】
・法務局が公開している「所有権移転登記申請書（相続・遺産分割）」の記載例に付いている遺産分割協議書の例と同じ組み立てです。
・不動産の表示は、登記事項証明書の記載を一字一句そのまま写します。住所（住居表示）ではありません。
・預金など不動産以外の分け方も決めた場合は、条項を足してください。
・相続人の人数に合わせて署名欄と「3通」の数字を直します。押印は全員の実印で、印鑑証明書をそろえます。
・未成年者・判断が難しい人・行方不明の人が相続人にいる場合や、遺言書がある場合は、このままでは使えません。
・出典：法務局「不動産登記の申請書様式について」。作成：いまから相続（souzoku-connect.jp）2026年10月版。
